
新年あけましておめでとうございます。お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
今年は平成最後の年になります。当院は平成1年3月20日に開院いたしました。平成31年3月

19日でまる30年になります。当院はまさに平成とともに歩んでまいりました。
開院時は医師一人に職員10人で始まりました。地域の皆様のご支援のおかげで現在は医師6

人、看護師21人その他のスタッフ29人と計56人の大所帯になりました。
医師はそれぞれ専門を持ち、手術を例にとりますと中島院長は脊椎と股関節を専門とし2018

年に脊椎手術56例、人工股関節置換術21例でした。星副院長は膝関節を担当し前十字靭帯断
裂再建術44例、人工膝関節手術42例、増谷医師は肩と膝を受けもち肩腱板手術14例、膝の手
術39例、小松史医師は外反母趾など足の手術32例とそれぞれの専門分野に応じた診療をして
います。全身麻酔の総数は362件でした。
新元号はまだ発表されていませんが、当院では専門外来の創設など新たな一歩を踏み出した

いと考えています。これからも地域社会に貢献できる医療機関として努力いたしますのでよろし
くお願いします。
さて、昨年11月18日にひたちなか市に大谷明新市長が誕生しました。
選挙は皆様ご存知の通り、くすみ忍候補と大谷明候補の二人によって争われました。
くすみ陣営には自民党、公明党、国民民主党、日立製作所、連合茨城、国会議員、県会議員、

市議会議員、市長、商工会議所会頭などそうそうたるメンバーが参じました。大谷陣営は、安雄
三氏、鈴木道生氏、薄井宏安氏のわずか3人の「同心の会」市議会議員のほかは高校の同級
生の会、若者のグループ、婦人の会、グラウンドゴルフのグループその他大谷明さんに心ひか
れた市民が三々五々はせ参じた全く素人集団の集まりでした。
既得権益を守ろうとする組織と市民目線でみた市民本位の市政に賛同する市民グループの

戦いでもありました。くすみ陣営は支持する候補者の市長としての適材性を訴えるのではなく、
県とのパイプ、国とのパイプがあるなどと旧来然とした利益誘導型の選挙を展開しました。
那珂湊二校の体育館の利用、小中学校のエアコン設置、湊線延伸問題その他の誹謗中傷は

目に余るものでした。
結果は大谷明34986票、くすみ忍23656票その差11330票の大差をもって大谷明氏が新市長に

選ばれました。
4年間大谷明氏が誠実に訴えてきた市民本位の市政への転換に期待を寄せた結果でしょう。

市民の意識が成熟し企業城下町から市民が主役の街に変わった選挙と後のちまで語られるこ
とと思います。
私が今回の選挙で最も許せないのは国民民主党が自民党と組んで既得権益側に付いたこと

です。8年前の衆議院選挙で茨城県医師連盟は民主党の候補者を支援し、政権交代の一翼を
担いました。しかし、結果は惨憺たるもので民主党が国民の信頼を失ったことはご存知の通りで
す。いま、民主党は分裂し、一部は国民民主党となりましたが支持率は1％にも満たず存在価値
が失われています。やるべきことは地道に国民の支持を得ることです。今回の市長選に自前の
候補者がいなければ自主投票にすべきでした。幹部はまず、組合員はひたちなか市民であるこ
とを考えるべきです。民意を的確にとらえられない組織は、市民にとって害こそあれ益は全くあり
ません。
大谷明市長の公約のいの一番は、医療・介護・福祉先進の街です。地域医療構想・地域包括

ケアシステムの構築と日本の医療・介護提供体制が大きく変わろうとしています。医療従事者が
大変少ないひたちなか市にとって厳しい状況にあります。
医療・介護・福祉分野の人材を育成しようという方針は極めて重要です。ぜひ実現させてほし

いと思っています。
ひたちなか市は常陸那珂港区、国営ひたち海浜公園を有し、茨城県でつくば市に次いで将来

の発展が期待される市です。一部の者だけが利益を得るような市政は許されません。
都会に出て行った若者が戻ってきて活躍できるような街づくりを期待します。

理事長 小松 満



足趾の痛みやしびれをきたす疾患の一つにモートン神経種（モートン病）があり
ます。

足趾の知覚を支配している神経は足趾の間を通り、足趾の間で二股に分かれ
て趾間を支配しています。（図1）幅の狭い靴やハイヒールを履くことで足趾の骨の

間に神経が挟まれたり、扁平足にともなって足底と足趾間の靭帯との間に挟まれ
たりすることで神経が圧迫されて痛み、しびれを引き起こします。特に第2趾と第3
趾、第3趾と第4趾の間は足趾と足趾の間が狭いため神経が傷害されやすくなっ
ています。

症状としては歩行時の足趾間に放散する痛みやしびれです。典型的には、きつ
めの靴を履いたときに症状が出ますが、裸足で歩行した際に痛みが生じることも
あります。診察では足趾の付け根の圧痛や足趾の間の感覚異常を認めます。
MRIで圧迫によって腫れた神経を確認できることもありますが（図2）、確認できな
いことも多く、神経ブロック注射を行い、症状が改善するか否かで確定診断します。

治療としては神経ブロックのほかに、靴の指導やインソールを用いて、神経の圧
迫を改善します。それでも症状が改善しないときには、手術で神経を切除すること
で症状を取り除きます。ただし、神経切除によって症状は改善しますが、足趾の
触った感覚が弱くなるので、症状が強い場合のみ手術をお勧めしています。

医師 小松 史

（図１） （図２）



当院理事長である小松 満先生が、平成30年7月1日に『厚生労働大臣
功績賞』を、平成30年11月1日（木）に日本医師会開設71周年記念式典に
おいて『日本医師会最高優功賞』を受賞されました。

永年にわたり、医療分野における情報化の推進に尽力され、地域医療
の充実と発展に多大な貢献をされたことが讃えられ、この賞が贈られまし
た。

＜小松理事長の功績＞
・「いばらき安心ネット」の拡充
・鹿行南部地域夜間初期救急センターの開設
・「茨城県医療問題中立処理委員会」の設立
・関東・東北豪雨災害時の被災者支援
・市町村ごとの四師会を中心とした他職種連携システム作り 等



平成30年11月10日（土）に開催された、茨城県労災保険指定医協会 創立60周年記念式典におい
て、職員功労賞の授賞式がありました。当院からも看護師4名が表彰され、祝賀パーティーに出席して
きました。

左から） 志賀師長 山縣さん 小松理事長
伊藤さん 舟生さん

受賞者コメント

労災保険指定医協会
職員功労表彰祝賀パーティー

26年間、勤務させて頂いております山縣です。
小松整形を辞めようと思った事も多々ありましたこの私が、
功労表彰して頂くなんてめっそうもない、辞退しようと思い
ましたが、頂いてしまいました。
受賞式では、勤続46年？勤務しておられる方がいました。

本当に頭が下がる思いです。
理事長には「今まで勤務していて良かっただろう！良い事

もあるだろう」と、心温まる言葉をいただきました。
これからも皆さんの足手まといになるかもしれませんが、

少しでも仕事に貢献していきたいと思います。
ありがとうございました。

山縣 愛恵

あけましておめでとうございます。
私はこの度、職員功労賞に表彰して頂き大変驚いております。
今日までの仕事や数え切れないほど多くの方々との出会いを振り返る良い機会となりました。
これからも人との絆を大切にし、新しい出会いに期待して仕事に頑張ってまいります。
これからもよろしくお願い致します。

舟生 久仁子

H30年11月10日、茨城県労災保険指定医協会創立60周年

式典が開催された際に功労賞を頂きました。主に勤続年数
の長いスタッフが表彰されまして、当院の表彰者の中では18
年と短い私ですが、表彰して頂き大変光栄に思っております。

入職当時、忙しい中でも楽しく働いている先輩方がキラキラ
と輝いて見えて、その姿に憧れていました。18年が過ぎ、後

輩を育てる立場となりましたが、後輩達にも同じように感じて
もらえていたら嬉しいです。ここまで勤められた理由は、やり
がいのある仕事、素晴らしい先生方に囲まれて働くことがで
きたからだと思います。

今回、功労賞を頂いたことに感謝して、これからもスタッフと
一緒に頑張っていきたいと思います。

師長 志賀 衣里子

あけましておめでとうございます。
今年も、どうぞよろしくお願いします。
平成もあと数ヶ月となりますが、昨年は思い出に残るような出来事ありましたか？
昨年、私は勤続30年目となり、11月に茨城県労災保険指定医療機関の職員功労者として表彰を受けました。

表彰式はホテルで行われ、しかもディナーと楽団の生演奏もついてる！会場の雰囲気に緊張したけど料理はお
いしかったです（笑）。平成最後の良い思い出になりました。

30年を振り返ってみると、特別なことをしてきた感じはなく、日々の業務を続けてきたというのが正直な気持ちで
す。まさに「継続は力なり」ってとこですね。

これからも忙しさに流されることがないよう、「丁寧な対応」と「わかりやすい説明」を意識し、邁進していきたいと
思っています。

伊藤 範子



（図１）

前回はトイレの男女識別の標示には絵文字ばかりで
なく、多彩な表現があることをお伝えしました。
今回は第２回目です。

以前、駅のトイレは入口の上の方に小さな絵文字が
標示されているだけで、近づかないと男女の区別が
はっきりしませんでした。２,３年前からでしょうか、ＪＲ

東日本の駅のトイレは入口全体で表現し、離れたとこ
ろからでも目に付くようになりました。
図1は、新幹線上野駅のトイレです。男子用は入り口

構造全体を青色で囲み、白抜きの帽子をかぶった人
物が描かれています。女子は赤色で囲まれ、リボンを
付けた女性が描かれています。

勝田駅のトイレは、配色は同じですが帽子とリボンが
ありません。

（
図
２
）

図2は、距離に余裕がなくてドア全体が撮れませ

んでした。ドアの形と色の違いで区別しています。
模様は同じようです。男性は角張った四角で黒味が
かった青色のドア、女性は丸まった赤のドアになっ
ています。

これは以前ひたちなか市にあった居酒屋のトイレ
です。覚えている方もいるのではないかと思います。

（図３）

図3はロンドンを訪れたときに入ったレストランです。ガラ

スの扉ですがもちろん中は見えません。青味がかった色
が男子用、赤味がかった方が女子用と分かりました。まず
青い扉から写しました。特に問題はありませんでした。次
いで赤い扉を撮ったとたん、「キャー」という声が聞こえま
した。英語でしょうから違うかもしれませんが、私には
キャーと聞こえました。扉が開いて若い可愛いメイドさんが
顔を出しました。I’m sorry.と謝りましたが通じたかどうかは

定かでありません。帰国して現像してみると人物がきちん
と写っていました。カメラ目線のところが気になります。



（図５）

（図６）

（図４）

図4は金沢駅のトイレです。男性は青、女性は

赤。男女の色彩区別は青と赤が一般的のようで
す。イギリスのニューカースル大学の実験では、
男の子は青系を、女の子は赤系を好むという結
果が出たそうです。

模様も落ち着いていて、色調も左から右へグラ
デーションがついていて古都金沢の面目躍如と
思いますが如何でしょうか。

２０１３年に宝塚の手塚治虫記念館に行く機会
がありました。これは期待しました。
図5です。期待通りドアに大きく漫画が描かれてい

ました。男子用は帽子をかぶった男の子、女子は
リボンを付けた女の子です。そして性別不明が車
いす用でした。スタッフの方に名前がついている
かどうか尋ねたのですが不明でした。その後も調
べてくれたのですが、結局名前はついてないと連
絡をいただきました。

図６を見て、何かわかりますか。そうで
す。河童です。岩手県遠野市にある伝承
園のトイレです。柳田国男の遠野物語に
出てくる河童です。黒い河童が男子用、
赤い河童が女子用です。

理事長 小松 満


